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疲れた人に夜食を届ける出
前店

変形菌ミクソヴァース

著：中山有香里 著：増井真那

町の片隅で、クマがはじめた夜
食の出前店。
温かい夜食を届けます。

変形菌とは何なのか？この謎の
生物に魅せられた若干 20 歳の著
者が、その生体をいきいきと語
ります。
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